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物理過程を用いたコンピューティングは、複雑な物理構造を問題となる対象に対応付けること

で問題を解決する。アメーバの物理過程により最適化問題を解くことや、単一光子の量子性によ

り意思決定問題を解くことが提案・実証された[1,2]。フォトニクスによる実現には、光と物質の

相互作用により光子の移動経路の分岐が自発的に現れる系が重要である。我々は光記憶結晶にお

けるナノ領域のフォトクロミズムに着目し、結晶表面の一点にナノ光励起を加え、光異性化の連

鎖現象が生む分岐構造を結晶裏面のナノサイズの光パターンとして計測した[3]。光異性化と結晶

歪みの合成により自発的に生じる分岐構造は、多段のビームスプリッター系と対応し、この構造

を通過して検出される光子を用いて、意思決定上普遍的に重要な順序構造の数学的取り扱いであ

るシューベルト行列を生成した。この行列を用い複数のスロットマシンの当たり確率に応じた並

べ替えに成功した。ナノ領域のフォトクロミズムは、古典的現象と量子的現象を内包し、高速性

と高集積性を持つ機能演算を通して社会問題等への重要な応用が期待できる。 

 

Fig. 1 Computing with nanometer-scale photochromism in diarylethene single crystal 
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